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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまで主として看護研究や看護実践の領域において注目されてきた、看
護の営みについての現象学的研究（「ケアの現象学」）の、その考察対象を、医師による治療も含めた「医療」
活動にまで拡げることによって、「ケアの現象学」を「医療現象学」として新たに構築することを目的とするも
のであった。医療に関わる看護師、ソーシャルワーカー、患者、家族の経験とともに、とりわけ地域医療に従事
する医師の経験の成り立ちのいくつかの側面を現象学的に明らかにすることができ、地域医療に関わる各々の当
事者の視点を、できる限り患者と家族の生活世界的視点に向けて繋ぎ合せ総合する素地が形成された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to found a "phenomenology of medical 
care" by expanding research issues and objects of the existing "phenomenology of nursing care" into 
the medical care in general, which also includes the doctors' medical treatment. 
In this research project, some origins and formation of the experiences of the medical doctors who 
are engaged in community medicine as well as those of the nurses, social workers, patients, and 
their families are clarified from the phenomenological point of view. This means a new formation of 
the basic foundation on which various perspectives of the persons involved in community medicine 
(namely doctors, nurses, social workers, patients, and their families etc.) can be connected and 
synthesized in the direction of a lifeworld perspective of the patients and their families.

研究分野：哲学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、医療ケアに関わる看護師、患者、家族等の経験とともに、地域医療に関わる医師の経験の成り
立ちのいくつかの側面が現象学的に明らかにされ、地域医療に関わる各々の当事者の視点を、できる限り患者と
家族の生活世界的視点に向けて繋ぎ合せ総合する地盤が整った。このことは、超高齢社会を迎えたわが国の喫緊
の課題である「地域医療」「地域包括ケア」のシステム構築において、少なからぬ意義をもつと考えらえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 看護研究や看護実践の現場において、質的研究の一つの方法として「現象学的研究」が
注目されるようになってすでに久しい。欧米では 1970年代後半から現象学を用いた看護研究が
試みられ、その後、英語圏や北欧で、ベナーなど、現象学をベースにしたいくつかの看護理論
が構築された。またわが国でも 1990年以降、現象学を用いた看護研究が顕著に増加し、『看護
研究』誌において、現象学的看護研究の特集がしばしば組まれたり、単著として西村ユミによ
る現象学的視点からの一連の質的看護研究が公にされたり、さらに松葉祥一／西村ユミ共編の
現象学的研究のすぐれた入門書が出版されたりした。 

 
(2) わが国ではこうした動きに呼応して、現象学を専門とする哲学研究者の間でも、看護を
めぐる現象学的な質的研究への関心が高まり、2011年秋に日本現象学会で「ケアの現象学」を
めぐるシンポジウムが開催されたり、哲学思想系の雑誌『現代思想』で現象学の視点からの看
護ケアの特集が 2回にわたり組まれたりした。また現象学者・村上靖彦が実際に看護師にイン
タビューを行い、記述と分析を行った質的研究を公にし、看護研究者や看護師たちの間で大き
な反響を呼んだ。こうした流れの中で、本研究代表者・榊原哲也も、現象学的看護研究の方法
論や現象学的看護理論への寄与を目指した論文を国内外で公にするとともに、二つの科研費プ
ロジェクト――基盤研究(B)「ケアの現象学の基礎と展開」（平成 21～23 年度）と基盤研究(B)
「ケアの現象学の具体的展開と組織化」（平成 24～26 年度）――を研究代表者として遂行し、
「ケアの現象学」の確立と展開に携わってきた。 

 
(3) けれどもこれらの研究を遂行する中で新たな課題も浮かび上がってきた。それは、「ケア
の現象学」を真に具体的に展開し、現場との組織化を進めるためには、診断・治療を行う医師
とも連携する必要があるということであった。上記の研究遂行中、榊原は、医学的エビデンス
に基づきつつも、できる限り患者や家族の視点に立って治療にあたろうとする何人もの医師に
出会った。こうした医師たちの見方を現象学的に明らかにし、ケアの現象学に統合しなければ
ならない。わが国は急激な高齢化の時代を迎え、医療の中心は病院から地域・在宅へと移行せ
ざるを得ない状況にある。「地域包括ケア」のシステム構築が切に求められているわけだが、患
者や家族に寄り添う地域・在宅医療を行うためには、看護、介護、福祉従事者のみならず、基
幹病院や地域の医師も含め、医療者全体が患者や家族の生活世界に思いを致す現象学的視点を
具える必要がある。その視点を哲学的に明らかにしてこそ、ケアの現象学は真に具体的に展開
され組織化されると考えられた。以上が、本研究の学術的背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護を中心に介護・社会福祉など「ケア」に関わる領域において、注目を集めて
いる「現象学的研究」の考察対象を、医師による治療も含めた「医療」活動という事象にまで
拡大し、「ケアの現象学」を「医療現象学」として新たに構築することを目的とするものであっ
た。当事者にとって世界がどのように経験されているかに着目する現象学という哲学の特質を
生かし、医師の視点、看護師の視点、社会福祉士の視点、さらに患者の視点から「医療」とい
う事象を明らかにし、それらを総合することで、今後求められる「地域包括ケア」、「在宅医療」
に向けたより良い医療の実践を、哲学的に根拠づけるとともに、他方では、医療活動という事
象そのものの方から既存の現象学を見直し更新することも試みた。 
 
３．研究の方法 
 (1) 本研究は、「医療」という事象の多様な側面を可能な限り視野に入れつつ、医療に関わる
各々の当事者の視点から、記述を通じて現象学を立ち上げ、そこから方法論をも明確化しつつ
「医療現象学」の新たな構築を図っていくために、できる限り多くの分野の一線で活躍する研
究者を集めて共同研究を行う必要があった。そのため、現象学的哲学を専門とする研究者 5名、
医学研究者 2名、看護学研究者 4名、社会福祉研究者 1名の計 12名の研究体制を採った。 
 
 (2) 研究の方法としては、各々の研究者が現象学、医学、看護学、社会福祉学の各専門領域
において行う個別研究を尊重しつつ、その研究内容を、共同研究会（「医療現象学」研究会）に
おいて検討しあい、擦り合わせ、綜合していくという共同研究の方法を採用した。 
 
 (3) 個別研究では、医師、看護師、ソーシャルワーカー、患者へのインタビューおよび参与
観察、そしてそれらから得られたデータの分析が研究の中心となったが、本研究ではとりわけ、
地域医療を実践している医師たちへのインタビューとその分析に力を入れた。また、共同研究
会に、現場の医師や患者を支援する NPO 活動家、さらに医療ケアを研究する社会学者を招い
て交流を行い、研究活動の具体化・充実化を図った。 
 
４．研究成果 

(1) まず各研究メンバーの個別研究であるが、代表者・榊原哲也は、看護の実践・教育・研
究における「現象学」の位置をまず明らかにし、現象学的研究の方法論に関する考察を行うと
ともに、計 5名の医師へのインタビューを行い、地域・在宅医療に関わる医師の経験の成り立



ちを現象学的に明らかにした。また現象学および現象学的看護理論に関する研究成果の一部を、
医療従事者向けの一般書として公にした。分担者・西村ユミは、家庭医へのインタビューと意
識障害患者の家族との議論より、多様な立場にある人々の経験の連関を紐解く方法として、医
療現象学を検討するとともに、地域および在宅医療に携わる医師および医療従事者の経験の聞
き取りを通して、医療およびケアの成り立ちについて考察した。分担者・守田美奈子は、腎不
全により腹膜透析導入に至った患者の経験について、60代男性の事例を分析し研究会で報告し、
また透析療法を受ける家族へのインタビューデータの分析を行い、透析療法がもたらす家族に
とっての病い経験と家族への支援について考察した。分担者・山本則子は、開発中の「ケアの
意味を見つめる事例研究」の方法に関するワークショップと個別の事例研究を進めつつ、この
方法の学術的要件を検討した。また看護職を中心とする実践家に向けて事例研究方法論の開
発・普及を試みた。分担者・村上靖彦は、訪問看護師へのインタビューとフィールドワークや、
専門看護師などへのインタビューを通じて、その分析の成果を『看護研究』誌における諸論文
や単著として公表するとともに、虐待に関わる母親のグループプログラムにおいてもフィール
ドワークを行い、その研究成果も単著として公にした。分担者・野間俊一は、摂食障害患者の
施設利用体験についての現象学的研究のために、異なる支援施設を利用している摂食障害患者
4 名に対して現象学的な視点からインタビューを行い、その結果を現象学的に分析するととも
に、各々の社会資源の意義について考察した。分担者・孫大輔は、医療者と患者間の医療コミ
ュニケーションをめぐる諸課題を探るべく、対話の実践と分析を進めるとともに、医療専門職
の立場から現象学の視点を応用した地域住民との協働アクションプロジェクトを実践し、その
成果を発表した。分担者・和田渡は、老人になるという経験がどういう経験であるのかを、特
に病院で診察や治療を受ける場面の反省をもとに考察し、治療を受ける患者の立場に即して医
療行為が患者にとってもつ意味を現象学的な観点から検討した。分担者・福田俊子は、ソーシ
ャルワーカーの自己生成における変容の契機の構造を、現象学的な知見を用いて分析するとと
もに、地域医療におけるソーシャルワーカーの経験に関する調査を実施し、データ分析を進め
た。分担者・西村高宏は、様々な医療現場において「哲学的な対話実践」を行うとともに、「哲
学プラクティス」という切り口からそれらの実践を批判的に検討した。また、被災地域などで
医療者とともに行っている哲学的対話実践を継続して行い、その成果を国内の学会等で発表し
た。分担者・近田真美子は、ACT（包括型地域生活支援）で働く看護師へのインタビューを行
い、その語りを現象学的手法で分析し、彼らの実践の構造を現象学的に明らかにした。分担者・
小林道太郎は、看護師へのインタビューの分析から、ケアやコミュニケーションに含まれる現
象学的成素を論じた。また、病棟看護師に対して行ったインタビューのデータ分析を進め、看
護実践に含まれる構造を考察した。さらに現象学的研究の方法についても考察を行った。 

 
(2) 共同研究は、各研究メンバーの個別研究を、メンバー全員が参加する共同研究会で検討
する形をとり、3年間の研究期間に計 11回の「医療現象学」研究会を東京大学、大阪大学、日
本赤十字看護大学において開催した。また、患者を支援する活動家・山口育子氏（認定 NPO
法人 COML）、地域医療に取り組む高山義浩医師（沖縄県立中部病院）、杉林稔氏（愛仁会高槻
病院）、さらに医療社会学者・鷹田佳典氏を研究会に招いて、研究交流も行った。最終の第 11
回「医療現象学」研究会（2018 年 12 月）はメンバー全員が登壇するシンポジウムの形で行わ
れ、100名近い参加者があり、盛会となった。 
なお、本研究の成果を一冊の書物にまとめて刊行すべく、現在、編集作業を行っている。 
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